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筆者泣，ストラスプノレグにある国立科学研究院(CN-
RS)の呼要生理学研究所 (LPま)で，砕年11月より研
究に従事している。ポフ。ラの林に冨して建っているこの 
LPRは， P. Dejoursを所長として 1970年に開設され
た。年々研究員を充実させ，現在発足当時からの P. 
Dejours P. Euverot，A. Malanの外;こ様々な分野出
身〈生物学，物理学，生物物理学〉の若い研究員 6名が
いる。テクニシャンが 7名〈機械-3，電気-2，動物 
-2)と秘書が 3名いる。研究課題辻， ①7k生動物の 
COZ，02 tこ対する呼吸反応，血按の駿一塩基平f鉱 ② 
鳥類の気道抵読解析，③輔季L動物末檎化学受容機構，@
オく生動物の単一緒胞内酸・塩基平衡，争鶏庄の物質代謝
等である。
筆者は②の課題について， P. Dejours，J. C. Mass-
abuanらと協同研究をしている。 Dejoursは前径のパヲ
大学時代からヒト，靖乳動物以外iこ，コイ，マス，キン
ギョ等を使って呼吸実験を行なってきた。ここに来てか
らは専らザリガニを用いている。それは，病気に対する
抵拡性，入手の難易註，鵠育に必要な水の量などの実際
的理由によるという。一般によく使われているドッグフ
イッシュとかマスの類で総酸素摂取量の20--35%が皮膚 
iこ依っているという報告が最近あるが，ザリガニで、は脱
虫類を除けば皮虜を介する霊安素摂取が無視できる。これ
はモデソレ動物として有利な資質である。
ザリガニにおいて水の C02分圧 (PWC02)に対する
反応実験は Massabuauによって行なわれて来た。① 
C02の呼鼓反広の有無，大きさは物賓代詩fレベルiこ依
存する。② Normoxia下では PWC02が0.8--6.0torr 
の馬で呼吸量がほぼ亘線的に変化する。@低酸素と炭酸
ガスは呼吸に対して相乗的剥激非用をもっ。④ C02反
応性iこ顕著な昌周期リズムがある。等が明らかにされつ
つある。これまでにマスにおいて COz反応が報告され
ているが，これ程詳細に証明されたのは水生動物では最
初である。この成果を導いた最大の要国は，動物を十分
に実験条件に適応させること，実験中誌できるだけ外的
刺激要因を諜くことであるという。特に後者は，覚醒下
の実験で島るため相症の設儀と配患が必要である。損習
中の空軍機の騒音はいかんともし難く，しばしば実験が
妨害される。ともあれこの実験記よって，水生動物にお
ける C02反志性が場乳動物のそれとかなり類似して存
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在しうることが示唆された。
水生動物の動賑血 C02分圧 (PaC02)は 1，.;_5 torr 
で晴乳動物の PaC02キ 400torrに比べ桔当低い。これは 
H. Rahn tこよって次の様に説明された。 02の水に対
する溶解係数は空気に比べ著しく抵い (1/30，200C)た
めに一定の酸素摂取に対する換気要求量が増えざるを得
主い。ところが永の C02溶解{系数は 02のそれの約28
梧 (200C) も大きいので，血中の C02は水中iこ容易に
失なわれて， その結果 Paco2が抵くなる。 この説明は
水生動物の呼吸ドライブは抵酸素刺激が主体であるとい
う印象を抱かせる。これは Dejoursの初版の“聖典" 
principles of comparative respiratory physiology 
(1975)に詳現に表われている。しかし前述の C02反応
性から炭酸ガスによるドライブが無視できなくなった。
従って，器酸素科激のドライブの大きさと比較すること
は，大変興味がある。現在この実験が進行中である。 
Dajoursはキンギョとかザ、ヲガニを使った実験で，呼
吸メデ、イアとしての水の滴定アルカリ度 (TA)が血設
の酸塩基平衡を変化させることを示した。 TAは海水，
淡水によって，また水のプールの容量，植物の有無，地
費学的特綾等;こよって，更にその上に自周期，渥度等
の要因が重な担あって議々に変化する。例えば， この 
LPRにはライン河沖穣暑の watertable虐来の水が供
給されているが，この水は， Ca*を多く含みそのために 
TAキ 5mEq/lである。ところが詞じアルザ、スでも，ボ
ージュ山寂に由来する河川水は上流から下るにつれ TA
が0.009--4坦 Eq/lも増加する。一方， 7kの PC02，pH 
も大きく変動する。地下水の湧水点では PC02キ 40torr 
iこ達していること，工場地菩の下流域では，そのすぐ上
流に比べ 6torr程も差があることが，この地域の生建
学者，地質学者等によって発見されている。この様な環
境の変動要因が生体の呼吸，酸一塩基平衡の調節機構を
いかにa駆動せしめるかということが新たに関われてい
る。現在，昨年 Oxford留学を終えたばか予の生物物理
学者によって，in z忠ro法による研究が着手されている。
ここで水生動物と辻水を呼吸メデ、イアとする動物のこ
とを意味している。 Dejoursは，生理学者にとって動物
界の分類は，脊推動物，無脊椎動物よりも， 7k生動物，
陸生欝物の方がはるかに意義深いという考えを，国内の
よ予大衆的科学雑誌で展開している。
